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CSW活動掲示板

①さわやかげんきクラブ(san9netcsw主催)
　　　毎月第2木曜日
　　　高辺台小学校の脇の校舎2階集会室
　　　内容 ; 福祉なんでも相談、介護予防体操、血圧測定など

② CSW(コミュニティー・ソーシャルワーカー)出張相談会
　　　毎月第4金曜日　13:00 ～ 16:00
　　　場所 ; エコール・ロゼ4階講座室
　　　富田林市市内CSWの「福祉なんでも相談会」

注 ; ①② は、予告なく日程変更することがありますので、参加希望の方
      は、お問い合わせください

　11/27大谷大学で行なわれた“学ぼうよ!これからの「公共｣南河内の集い”に
参加し、思いかけず自分自身のボランティアのルーツを考える機会に出会っ
た。  中・高時代はカトリックの学校だったこともあり、自然にその道に入ったよ
うな・・・と今まで思っていたが、参加者のボランティアのきっかけ等を分かち
合っている内に、私の場合は、子どもの頃の子ども会活動が大きな体験として
潜在的なところで影響しているのではと、気が付いた。
　私が子どもの頃住んでいた地域は、駅前の商店街で、子ども会活動が活発
だった様に記憶している。毎週日曜日?には集まって近所のお兄ちゃんお姉
ちゃんたちと道路の掃除をしたり、月に一度は古新聞を集めに一軒ごとに尋
ね歩き、夏休みには毎朝ラジオ体操、年に一度の海水浴(高学年は前日から
キャンプ)。当然なことに子供たちだけで活動運営している訳ではなく、世話人
の保護者は自営の商売をしながら互いに協力し合って地域の子どもたちの面
倒を見てくれていた。　結婚してからは転勤族で8回も引越しをした。行く先々
で“困った時はお互い様”と、それが当たり前のように出来たのは、この子ども
のころの体験が基になっていると気が付いた。故郷を離れ、遠くに居る親を思
う。親に直接の孝行はできないけれど、近くに住んでおられる同じような方々
と出会うにつけ、“困った時はお互い様”と、今できることで何かの役に立てた
らと思う。私の親もまた、近くに住む人たちに助けられながら暮らしていた。 こ
の活動をはじめた原点はここにあるのではと気づかされた一日だった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  -つづく-

 サンキューネットは、営利を目的としない公益活動法人です。
「住み慣れた地域で安心していつまでも暮らしたい・・・」そんな思いを大切に、
みんなで助け合う地域づくり、まちづくりをめざしています。

きふ物品　募集コーナー
 

ご家庭でご不要のものがありましたら
 ご寄付ください。よろしくお願いしま
す。
＊ フェイスタオル
＊ ハンドタオル
＊ バスタオル
＊ 紙パンツ
＊ 紙おむつ

*郵便振替口座

00930-5-150911 ｻﾝｷｭｰﾈｯﾄ
*ご寄付頂きましたら、この機関
紙でお名前を掲載させて頂きま
す。
*匿名希望の方は、その旨振込
用紙にご記入下さい。
*賛助会員になっていただける
方は、事務局までご連絡下さい。

寄付金 ・ きふ物品のお礼

寄付金のお願い

サンキューネットは、会の趣旨に賛同した活動会員の活動と、皆さまのご支援によっ
て支えられています。 みなさま、ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いします。

＊10月号の呼びかけで頂いた寄付金は22,000
円になりました。kk様、dk様、ss様、ww様、my
様、mk様、??様、ありがとうございました。
＊これまでに頂いた寄付金32,000円とあわせ
て、デイサービスセンター内に、リハビリバーを
設置しました。(右写真)　総工事費は55,000円
でした。ありがとうございました。

求人コーナー

リハビリバーを設置しました

*　２級以上のヘルパーさん、大募集!!!
○毎週決まった曜日で1日2時間以上の活動が可能で
原付で活動できる方。ぜひお声がけ下さい。
☎　072-365-2352　ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ　すえいし・いわもと　まで

認定NPO法人を目指して!!
平成23年度の税改正で、認定要件が緩和されました。実績判定期間内に、
3000円以上の寄付者や、毎年支援してくださる賛助会員(一口3,000円/年)
の方が年平均100人以上あること等が必須条件となっています。(認定される
までは、税制優遇はありません)　今後は、賛助してくださる方の思いを形に
したいので、頂いた賛助会員会費や寄付金を送迎車両購入積立金として
プールさせて頂きたいと思います。

13年目を迎えて  -その2-
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♣ デイサービスセンター　(年中無休)  (TEL072-365-2359)
　3～4時間、4～6時間、7～8時間、送迎時間も
　あなたに合ったご利用の仕方ができます。
　年末年始も休まずオープンしています。
　ただ、1/1のみ介護保険の対象ではありません。
  宿泊希望の方もお気軽にご相談下さい。

介護ｻｰﾋﾞｽ空き情報

日 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

♣ ヘルパーステーション　(月曜日～土曜日)  　(TEL072-365-2352)
原則午前9時～午後5時までの間でご利用できます。
＊ 介護保険　＊障がい福祉　＊軽度生活援助
その他サンキューネットでは、制度外サービスとして
“困った時はお互いさま”の精神のもと、たすけあい訪問もしています。お気
軽にお問合せ下さい。　(サービス提供責任者4名・登録ヘルパー29名)

♣ ケアプランセンター　(月曜日～金曜日)  (TEL072-365-2352)
　介護なんでも相談　随時行っています。
　すぐにサービスが必要でなくても、家族としてどんな風に
かかわったらいいのかしら・・・こんな時にはどうしたら・・・、
介護保険のこと、介護の利用の方法を知りたい　など、
どんなことでもお気軽にご相談下さい。電話でも随時対応しております。
　必要に応じて、ケアプラン作成もいたしております。　(ケアマネ6名います)

　ひょんなきっかけから、金剛コロ
ニーの敷地内にある「NPOかんなび
の丘」の法人管理運営支援活動を
しています。この法人は法人後見人
として既に後見業務を行うなど、先
駆的な活動を行っています。この制
度の認知度はなかなか上がってい
ませんが、非常に身近な制度なの
で、もっと多くの方々に知って頂きた
いと思っています。

　例年、粟が池にある“れいんぼう
ﾎｰﾙ”で開催されていた“ひろとん”
が、今年度は3/24(土)、高辺台小
学校(体育館)で開催されることにな
りました。
　ｽﾃｰｼﾞでは「団体発表会」、ﾌﾛｱｰ
では｢市民公益活動ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ」を
行う予定です。
　現在、ひろとん実行委員会のﾒﾝ
ﾊﾞｰを募集中です。一緒に「ひろと
ん」を盛り上げませんか?
  　　詳しくは、支援センターまで!!
　　　☎　0721-21-4431

「学ぼうよ!これからの“公共”南河内
の集い」に世話人として参加しまし
た。午前中は大谷大学の公開講座
で「学ぼうよ!NPOのかかわり～変化
する《公共》という考え方～」、午後
は4つの分科会に分かれて、ｻﾝ
ｷｭｰﾈｯﾄは2つの分科会に3名が出
席しました。あっという間に時間がす
ぎ、活動の原点が再確認でき、充実
した一日となりました。

　富田林市民公益活動支援ｾﾝﾀｰ
が民間委託されて初めての講座が、
中央公民館で開催されました。
　近大の久先生が、新ｾﾝﾀｰの新た
な挑戦を、中間支援ｾﾝﾀｰとしての
役割という形で、わかりやすく話して
下さいました。講座終了後、先生と
お話しする中で、　サンキューネット
も、ｾﾝﾀｰの第一ﾈｯﾄﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝと
して、しっかり役割を担っていかなけ
ればと、心に刻みました。

　アイ介護タクシー代表の小野さん
の声かけで、訪問介護事業所の普
段かかえている色々な課題につい
て話し合いました。「ヘルパー不足
の問題」「ヘルパーの確保」「現任
ヘルパーのスキルアップ研修」「今
後の訪問のあり方」など・・・今や、1
つの事業所だけの問題ではなく、
地域の問題として捉え、今後は、毎
月定期的に集まり、智恵を出し合っ
て行きたいと思っています。

　今年も、受付を担当しました。「一
日中雨」と覚悟していましたが、み
んなの行いが良かったのか、片付
けが終わる間際まで、雨は落ちませ
んでした。すこやかネットの皆さん、
本当にお疲れ様でした。　今後の
予定は、12月14日(水)午後２時から
葛中クリーン作戦、１月28日(土)高
辺台小学校で食育イベントがありま
す。子どもたちが「すこやか」に育ち
ますように、これからも地域の皆さん
と一緒に活動していきます。

　内閣府が平成22年に実施した｢介護保険制度に
関する世論調査」の結果によると、「4人に1人が65
歳以上という超高齢社会の到来に関心がある」と回
答した者の割合は88.6%、「自分自身や家族が要介
護になることに対して不安がある｣と回答した者の
割合が75%を超えるなど、介護に関する国民の関
心が非常に高いことがわかります。

　しかし、関心が高いのに、まだまだ実感もなく、身近な問題としては捉えき
れてはいないのが、現状のような気がします。人手不足と報じられているよう
に、人材を得るのは至難のわざ。介護福祉士を取得しているが介護等の業
務に従事していない人が既に25万人以上、同様に2級ヘルパーを修了して
いても就業してない人はそれ以上に多いのが現実です。
  このまま介護に従事する人が増えなければ、介護が必要な人に介護を提
供できなくなります。逆に言えば、介護が必要になっても、介護を受けれなく
なる日が、もう目前まで来ているのです。
  資格がある人もない人も、経験がないから・・・、ブランクがあるから・・・とた
めらわないで!!!    今、あなたが、必要なのです!!!

 これから　どうなる ??  介護の担い手不足

10/22葛中フェスタに参加しました10/19訪問介護事業者連絡会
(仮称)に参加しました

10/30講座　「中間支援センターの
役割」に出席しました

今年もあります　“ひろとん”

11/27「学ぼうよ!これからの“公共”
南河内の集い」世話人として参加 「NPOかんなびの丘」での活動


